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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者： 溝部 浩二
	 行 事 名
	甲山研修

	実施日時
	平成25年12月12日（木）　10時～14時　　　　　天候：曇りときどき 晴

	場　所
	甲山森林公園内

	テーマ
	初冬の植物観察

	講師
	児玉勝久講師　

	参加者数
	41名

	内容
（項目と概要）
	今月の甲山森林公園の研修会は、「果実と種子」の観察会でした。

・事務所内で、児玉講師より「果実と種子」改訂版の説明を受けました。
受粉と受精は違うことをあらためて認識しました。そして、イチョウ・ソテツや針葉樹類の裸子植物は、果実は作らず種子を作ること、また被子植物の特徴は、胚珠が心皮で包まれている子房ができることで、子房全体が果実となることなどを学びました。
・観察コース（児玉講師案内）
　　事務所→南入口附近から軽登山路→展望台（昼食）→関学道→みくるま池→
みどり橋→事務所
＜観察した果実など＞
・カナメモチやソヨゴの赤い果実。カナメモチはコース全体を通じてたくさん見ることができました。また、シャシャンボの黒い果実も樹皮と共に観察しました。
・他にはネジキ、オオバヤシャブシ、ハゼノキ、アオツヅラフジ、ウメモドキなどの果実を
見ました。また、マルバアオダモやサクラバハンノキ、アオハダを観察しました。
・ヒメユズリハの群落では、ヒメユズリハとユズリハの違いの説明を聞きました。
・昼食場所の展望台ではクロバイを観察し、その後、イロハモミジやセンダンの果実、
　　イチゴノキなどを観察しました。
・今月のミニ研修は、北川さんによる「継続は力なり、私の健康法」です。児玉講師の講義後、事務所前の広場に集まってラジオ体操を行いました。全員体をほぐして温まったところで観察に出発しました。
＜資料＞　①果実と種子（改訂版）（児玉）　　②樹木観察資料（南入口～関学道）（児玉）

	まとめ
感想
	北風が吹いてとても寒い日でした。ゆっくり観察を楽しむには厳しい日和でしたが、全員　
ケガもなく、元気に観察を終えることができました。


　　　　カナメモチ（バラ科）　　　　　　　　　　ヒメユズリハ（ユズリハ科）
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